
 

 
 

 

 

 

 

 
 

薩摩川内市立海星中学校学校だより 令和８年２月２７日（金）発行第１０号 
 

日本の物づくり・人づくり 

～ミラノ・コルティナオリンピックから～ 

                                                     校長  木之下 悦朗 
 

２月も、あっという間に逃(に＝２)げていき、すぐに３月がやって来る時期となりまし

た。 
 

ミラノ・コルティナオリンピックも終わり、日本は冬のオリンピック最高の24 個の

メダルを獲得し、思い出深いものになりました。特に、りくりゅうペアーの「絆」の深

さや、多くの人の支えがあってここまで来れたという「感謝」の言葉 ・値観 が話題と

なっていました。 
 

でも私が強く感動したのは、その裏で、スケート靴の金属部分（ブレード）を作って

いる職人の話でした。金属の延べ棒を選手の感覚に合わせて、ミクロン単位、アナログ

の感覚で削り、調整していくのだそうです。気の遠くなるような時間と手間暇をかけて

作り上げるのだそうです。そう言えば、ロケットの先端部分(フェアリング)も、「シボリ」

という技法で寸分の狂いもなく作成しているそうです。大量生産できない製品を日本の

町工場の匠が作っているのだそうです。人の目や感覚だけで、良いものをつくる分野は、

まだまだたくさんあるようです。どの匠も口をそろえて言うことは、「人様に使ってもら

うのだから、恥ずかしい物は作れません。使っていただくのだから感謝して精一杯作っ

ています。」でした。 
 

また別の番組では、現地のイタリア人商人が面白いことを言っていました。「アジアか

らやって来た人々は一見、見分けがつかない。でも、日本人はすぐわかる。それは礼儀

正しく、穏やかで、相手を思いやれる言動がとれるからすぐわかるんだ」と言っていま

した。あるレストランの店主は、「美味しいと言われて、感謝までされた」と。 
 

私は、オリンピックを終えてオリンピックをメダルの数で見るのもいいが、日本人選

手や旅行客の所作から、改めて日本では当たり前の言動を、外国人はしっかり見ていて、

日本人を評値していることでした。当たり前のことで、相手を幸せに変える力を持って

いる日本人はすごいなと感じました。改めて日本人で良かったなと、誇りに思う機会と

なりました。 
 

さて、12 月に旧青瀬小・旧青瀬中卒で、前頴娃中学校校長、橋野三智男先生に続き、

今月６日には、長浜小・海星中卒、現在頴娃中学校で保健体育教諭の古園先生をお呼び

し、講話をいただきました。２学期の学校評値で、「将来の夢・希望を持ち、その実現に

向け努力している」が４点満点中2.6 と、最も低かったので、最前線で頑張っている本

校の卒業生をお呼びして講話をいただきました。今回は教育界で頑張っているお二人で

すが、栄光をひけらかすことなく、前向きに頑張っている姿に、何か感じてくれればと

思って実施しました。 
 

生徒にとってみれば、当面の目標は「島立ち」かも知れません。が、その後の目標を

持ち、なりたい自分になるために、毎日希望を持って前向きに頑張ってほしいものです。 

来年度もいろいろな分野で島内外で頑張っている人にお話をいただける機会を設け

ていきたいと考えています。 

最後に、あと１ヶ月で令和７年度が終わりますが、保護者の皆様はもちろんのこと、

地域の方々の応援をいただきながら、ここまで来られました。ありがとうございました。

あと１ヶ月は生徒と職員が今年度は良かったと言えるよう、「有終の美」で終わりたいも

のです。良いラストスパートがきれますよう、地域の皆様と「チーム海星」で頑張って

いけたら幸いです。今後ともよろしくお願いします。 
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★ ★ 立志式（２年生） ★ ★ 
全体・学級ＰＴＡが行われた２月５日（木）に２ 

年生は立志式を行いました。 

式の中では、生徒たちは色紙に自分の手形を押し、 

「立志の言葉」を筆で書いたものを作成し、完成し 

た色紙を用いて、一人一人、これからの自分の生き 

方の決意を述べてくれました。 

式の最後の「お礼の言葉」では、生徒代表の野村 

空亜さんが「保護者、地域の方々への感謝の気持ち 

を胸に、これから自分の行動に責任を持ち、一歩ず 

つ前に進んでいきたいです。」と述べてくれました。 

生徒たちにとって、この立志式は自分の生き方を 

見つめ直し、社会の一員としての自覚を高める大切 

な節目となったようでした。 
 

＜ 立志の言葉 ＞ 

☆上野 佳歩さん：桜梅桃季 

☆野村 空亜さん：一笑剣明 

☆東  波音さん：初志貫徹 

☆上堀内悠大さん：電光石火 

☆和田 湊梓さん：粒々辛苦 

 

 
 

★ ★ 第２回卒業生講演会（古園健人先生） ★ ★ 
海星中学校の卒業生で、現在、南九州市立頴娃中 

学校で教員をされている古園健人先生をお呼びして、 

２月６日（金）に卒業生講演会を実施しました。 

この卒業生講演会は、実際に「島立ち」経験され 

た本校の卒業生を講師に迎え、進路選択や島外での 

生活について学び、生徒たちが将来の目標を考え、 

意欲的に挑戦しようとする気持ちを育むことをねら 

いとしています。 

この日の講演会でも、「甑島を、海星中を、そし 

て自分自身を好きになってほしい」という古園先生 

の熱いメッセージが、生徒たちの心にしっかりと届 

いていたようでした。 

＜生徒の感想文より＞ 

・ 私が特に印象に残った言葉は「出会いの会いは 

『愛』である」という言葉でした。 

・ 今日の講演会で「マイナスの考え」でも「プラ 

 スの考え」にすることができるというお話を聴い 

てすごく自分に自信を持つことができました。 

★ ★ 普通救命講習（２年生） ★ ★ 
２月４日（水）、消防局下甑分駐所から消防士の 

方をお呼びして、普通救命講習を実施しました。 

 ２年生の生徒たちは胸骨圧迫法や人口呼吸法の 

実技講習、AEDの実技講習に、皆、真剣な表情で 

取り組んでいました。 
 

★ ★ 調理実習（チョコ蒸しパン作り） ★ ★ 
２月１４日（土）、家庭科の調理実習で全校生 

徒で「チョコ蒸しパン作り」を行いました。 

 この日はバレンタインデーだったこともあり、 

蒸しパンの中にチョコを入れることになったそう 

です。家庭科室にチョコレートの甘い香りを漂わ 

せながら、楽しそうに実習に取り組んでいました。 
 

■ ■ 第４８回卒業式のご案内 ■ ■ 
１ 日時  令和８年３月１１日（水） 午前 ９時２５分 開式 

午前１１時００分 閉式（予定） 

２ 場所  本校 体育館 

３ その他  (1)  駐車場は本校舎前（校庭内）をご利用ください。 

(2)  卒業生・保護者の受付は午前９時００分から体育館で行います。時 

間までにご来校ください。 

(3)  登下校は保護者送迎でお願いします。スクール 

バスを利用する生徒は事前に担任へお知らせくだ 

さい。 

＝ 3 月の主な行事 ＝ 

 

日 曜 主 な 行 事 予 定 

２ 月 生徒朝会 

３ 火 職員会議のため５時間授業 

４ 水 
公立高等学校一般入学者選抜（１日目） 

 ※３年生【学校組】：４時間授業（給食あり） 

５ 木 

公立高等学校一般入学者選抜（２日目）  

※３年生【学校組】：４時間授業（給食あり） 

楽器贈呈式⑤ 

６ 金 全校美化作業 

９ 月 お別れ球技大会⑤⑥ 

10 火 

全校朝会   シェイクアウト訓練②   卒業式予行③④ 

入試体験発表会⑤   卒業式準備⑥ 

公立高等学校追加の選抜 

11 水 
第４８回卒業式 

※１１：５５下校予定（給食なし）、SB１２：００ 

12 木 公立高等学校第一次入学者選抜合格者発表 

14 土 土曜授業 

1９ 木 公立高等学校第二次入学者選抜 

23 月 公立高等学校二次入学者選抜合格発表 

25 水 修了式   離任式   PTA 送別会 


